
特徴

　耐溶損性、耐焼付き性に優れている   カケ・剥離が少ない

  処理前後の表面粗さの変化が極めて少ない 　処理後の溶接作業が行える

  反り、膨張など寸法変化が極めて少ない 　繰返し処理しても、靭性の低下が少ない

　細穴や深穴にも均一な硬化層が得られる 　脆い白層が生成しにくい

カナック 6.600

カナックＯＸ 0.165

カナックＯＸ改 0.022

ＣｒＮ（PVD） 0.010

ＡＳＴ 0.006

無処理 26.090

（社内比）

評価例

供試材 従来 改善後

アルミＤＣ用ピン
ＡＤＣ１２材

窒化処理品は、１６，０００ｓｈで溶損のた
め廃却

ＡＳＴ処理品で、４５，０００ｓｈまで延命

アルミＤＣ用ピン
ハイシリコン材

窒化処理品で１００ｓｈでカジリ、ＰＶＤ処
理品で２，４４０ｓｈまで延命

ＡＳＴ処理品で、２，４４０ｓｈまでとＰＶＤと同
等の寿命

アルミＤＣ用ピン
ＡＤＣ１２材

窒化処理品は、２０，０００ｓｈで溶損のた
め廃却

ＡＳＴ処理品で、５０，０００ｓｈまで延命。
繰返し処理することで、１６０，０００まで延命

亜鉛ＤＣ用ピン
無処理品は、４０，０００ｓｈで腐食のため
廃却

ＡＳＴ処理品で、２００，０００ｓｈまで延命

The ＡＳＴ Ｓｐｅｃｉａｌ Ｃｈａｒａｃｔｅｒ

特殊酸化皮膜層

カナック処理層
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溶損試験結果
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